








部会長（氏名・所属先）
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会議開催日時

5月8日
13:30～15:30

6月12日
16:30～18:00

7月10日
13:30～15:30

8月14日
16:30～18:00

9月11日
13:30～15:30

10月9日
16:30～18:00

11月13日
13:30～15:30

12月11日
16:30～18:00

1月8日
13:30～15:30

2月12日
13:30～15:30

3月12日
15:45～17:30

シェアしたい取組 市域で共有・検討したい課題

・強度行動障害のある方の支援を考えるワーキングを今年度発足し、

区内外の入所施設やGHの見学等を交え、意見交換を始めた。施設から

の地域移行をどう実践に落とし込むか、課題整理を行なった。

・地域活動ホームや短期入所（宿泊型自立訓練を含む）を交えて、障

害種別を越えての短期入所機能について議論する場を持てた。

・拠点整備において、例えば緊急時体制整備のために、入所施設との調整を

部会単独で担うのは難しい。拠点整備の実働部隊は3機関（区・生活支援セン

ター・基幹相談）が妥当であり、各区で３機関から拠点担当が集まり、「拠

点整備ワーキング（仮）」を別途作り、整備を進めたらどうか。

・地域生活支援部会としては、地域におけるネットワーク強化や地域課題の

整理やアイデア出しを行なうのが現実的。拠点整備における3機関と自立協の

役割分担や密な連携がカギと考える。市域で検討していただきたい。

２月
【＃６】1年間の振り返り　会場＝保土ケ谷区役所202会議室

〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　会場：区202会議室【15:45-17:30】

３月 〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　会場＝保土ケ谷区役所202会議室

連携・協働に

よる課題解決

の仕組み

部会でできたこと・やったこと

・R6年度から引き続き実施した、グループホーム交流会や短期入所/地活の意見交換会では、実践の共有だけでなく、お互い

の実践を話し合う中で、今後の地域連携に向けてのヒントが多数得られた。

・年間目標である「分野横断で、当事者がまちで暮らすこと」を考える機会を提供でき、地域課題の整理を進められた。

・2つの事例検討（強度行動障害の方の地域移行、重複障害児童）を通じ、今後の多職種連携強化に向けて、素地を作れた。

運営上の課題

・「まちで暮らす」を支える部会という性格上、各部会や分野を横串に刺す人【実働部隊としてコーディネートできる人材】

が必要だが、マンパワーや連携のためのノウハウが不十分。コーディネートできる人材育成と配置が必要。

・年間を通じて、決まりの日程（第二木曜の午後）で開催したが、テーマによって参加を呼びかけたい事業所の都合（たとえ

ば児童関係機関は午前中だと参加しやすい）に合わせての柔軟なスケジューリングが出来なかった。

１１月 【＃４】短期入所事業所、活動ホームとの情報交換会　会場＝保土ケ谷区役所　地下会議室

１２月 〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　　会場＝地活ゆめ・ボランティアルーム

１月
【＃５】　N・H・K連携事業（西区基幹・地活／保土ケ谷区基幹・地活／恵和青年寮）の実践報告、

　　　　　グループワーク　　会場＝保土ケ谷区役所501.502会議室

８月 〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　会場＝地活ゆめ・ボランティアルーム

９月
【＃３】事例検討②（知的障害/身体障害の重複児童ケース）　会場＝保土ケ谷区役所　202会議室

〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　会場：区202会議室【15:45-17:20】

１０月 〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　　会場＝地活ゆめ・ボランティアルーム

５月
【＃１】地域生活支援拠点の説明、事例検討①（強度行動障害のある知的障害者の地域移行）

　　　　　＝会場・区役所202会議室

６月 〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　会場＝地活ゆめ・ボランティアルーム

７月
【＃２】グループホームスタッフ交流会　会場＝保土ケ谷区社協・多目的研修室

〇ワーキング（テーマ：強度行動障害の支援を考える）　会場：基幹相談【7月17日 17:00-18:30】

年間目標
 ①当部会では、生きづらさのある方を対象として、分野横断で「まちで暮らす」ことを考えていく。

②強度行動障害は児童期から成人期に移行する課題であり、ワーキンググループを通じて、課題共有から手立ての

検討を目指して活動する。　③ 予防的な観点から教育機関や児童分野の支援者、こども部会等との連携を模索する

月 活動内容

４月

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

矢田（保土ケ谷区生活支援センター） 副部会長（氏名・所属先）： 佐野（恵和青年寮）

【様式第２号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 　　令和７年度　部会年間報告書

部会名： まちで暮らすネットワーク　～地域生活支援部会～
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部会長（氏名・所属先）

2(2) 2(2)

15(17) 4(4)

1(1)

1(3)

2(2)

1(2)

1(2) 1(4) 2(2)

1(1) 33(42)

会議開催日時

4月9日（火）

15:45～

17:30

5月14日

（火）

15:45～

17:30

6月11日

（火）

15:45～

17:30

7月9日（火）

15:45～

17:30

8月13日

（火）

15:45～

17:30

9月10日

（火）

15:45～

17:30

10月8日

（火）

15:45～

17:30

11月1０日

（日）

1０:00～1４:

０0

12月10日

（火）

15:45～

17:30

2025年1月

14日（火）

15:45～

17:30

2025年2月

10日（月）

15:45～

17:30

2025年3月

11日（火）

15:45～

17:30

葛西（銀河和田町） 副部会長（氏名・所属先） 雨宮（リビットはうす）

【様式第２号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 R7年度　区精神net年間報告書

部会名： 区精神net

構成機関

(事業所・人数)

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

年間目標
「皆が主役！誰でも自分らしく暮らせるためにつながり支えあう区精神net！」というスローガンを掲げ、関係機関同士のつながりのさら

なる強化、新たな普及啓発イベントの企画・実施。また部会活動を通した区体制整備に関連する気づきや解決アイデア等を協議会全体にも

発信する。

月 活動内容

４月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：情報共有・自己紹介、GW「今年度のイベントについて」

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：会の目的の共有と年間予定打ち合わせ

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

５月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：情報共有・自己紹介、事例検討「GHより意思決定支援に関連するケース」

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：院内アンケートの内容について協議

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

６月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：情報共有・自己紹介、GW「わいわいフェスタ＆区民祭りについて」

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：アンケート進捗共有、回収後の予定確認。出張講座について。

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

７月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：情報共有・自己紹介、GW:「成功事例を通して、支援上の喜びや達成感などを話し合う」

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：アンケート結果共有、長期的に行いたい取り組みについて意見交換

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

８月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：情報共有・自己紹介、事例検討「就労B型より利用者への支援ケース」

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：アンケート結果踏まえた今後の取り組みについて協議

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

９月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：情報共有・自己紹介、生活支援課より「生活困窮者自立支援事業」について説明・質疑応答

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：普及啓発動画作成について協議、出張講座振り返り

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

１０月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：情報共有・自己紹介、ワーク：「日々対応し葛藤や感じることなどについての意見集約」

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：院内OTとの協働プログラムについて意見交換、普及啓発動画作成の進捗共有

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

１１月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：わいわいフェスティバルに参加

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：院内OTとの協働プログラムについて意見交換、普及啓発動画作成の進捗共有

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

１２月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：10月アンケート結果（AI集約）を読んだ感想や「自分はこうしたい！」の意見交換

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：院内OTとの協働プログラムについて意見交換、普及啓発動画作成の進捗共有

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

１月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：次年度計画の共有、12月意見交換の結果（AI要約・推論）より出たテーマについて意見交換

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：普及啓発、次年度の予定について

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

シェアしたい取組 市域で共有・検討したい課題
上記の部会でできたこと・やったことから、

・AI活用はとても便利で可能性がより広がる印象

・「支援者が元気になる」機会はとても貴重で大事なテーマ

・地域移行推進やアウトリーチ充実は精神領域に限らず大切なテーマとして

　拡充していきたい。

・メンタルヘルスをキーワードに、包括的に多様な重層的連携の在り様が学

　べる機会を市3機関会議などで取り扱って欲しい（具体的な取組例など）

・社協（地福計画等）やケアプラザ等の一般区民や他領域との連携・協働推

　進については、障害分野の現場からのみならずその必要性等、市や区から

　のメッセージや働きかけがさらに必要。

２月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：区精神ネット全体の年間報告と次年度、にも包括シートの共有。

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討、次年度の予定について

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

３月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：総括と次年度の予定について

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：次年度の予定について

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・次年度からの展開について

連携・協働に

よる課題解決

の仕組み

部会でできたこと・やったこと

★事例やテーマについての協議の仕方を多様化する（AI活用も試行）→出された意見からつながった意見交換等を展開

★「支援者の元気」をテーマに「成功事例から達成感や喜びを分かち合う」会を実施

★わいわいフェスティバルを今年度も協力して実施

★ケアプラザ2ヵ所との共催研修・よろず相談会の実施

★各事業所からのケースを用いて事例検討

★ほどほどの会における医療機関へのアンケート実施→協働活動充実や普及啓発動画の作成

★アウトリーチ支援チーム員で「ガイドライン」作成、他区への周知等を実施

運営上の課題
★全体会とその他2つの分科会との連動性は継続課題

★部会長、副部会長などコアメンバーとしての役割を担っていただける人員の確保

★ミクロ（個別や事業）の視点からメゾ（地域・地区）の視点への展開（より地域課題の抽出へつなげる意識と仕組み）
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部会長（氏名・所属先）：

その他事務局員（氏名・所属）：

電話：

メール：

2(２) 2(2)

15(17) 4(4)

1(1)

1(3)

1(2)

1(2)

1(2) 1(4) 2(2)

1(1) 33(42)

全体会

開催日時

4月14日

（火）

15:45～17:30

5月12日

（火）

15:45～17:30

6月9日（火）

15:45～17:30

7月14日

（火）

15:45～17:30

8月12日

（水）

15:45～17:30

9月8日（火）

15:45～17:30

10月13日

（火）

15:45～17:30

12月8日

（火）

15:45～17:30

2月9日

（火）

15:45～17:30

3月9日

（火）

15:45～17:30

雨宮（リビットはうす） 副部会長（氏名・所属先）： 三上（横浜SSJ）

【様式第１号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 R8年度　区精神net年間計画書

部会名： 区精神net

保土ケ谷区役所、保土ヶ谷区生活支援センタ-、保土ヶ谷区基幹相談支援センター

問合せ先
氏名： 平良（たいら） ０４５－３３３－６１１１

所属先： 保土ケ谷区生活支援センター hodogaya-s.c@ysjk.jp

構成機関

(事業所・人

数)

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

実施概要

広く精神保健福祉分野に関連する関係者同士の関係づくりを一層強化し、「保土ケ谷に住んでよかった」と思えるまち

づくりを目指すことを大目標に、主に事例検討や地域の共通課題の協議、その他つながり強化の取り組み等を行いま

す。「コア会議」を中心にマネジメントを行い、事例検討等を主軸にした「全体会」に加え、地域移行・定着の推進を

主テーマとした「ほどほどの会」と、「アウトリーチ支援チーム員会議」の２つの分科会の構成です。

年間目標
「皆が主役！誰でも自分らしく暮らせるためにつながり支えあう区精神net！」というスローガンを掲げ、関係機関同士

のつながりのさらなる強化、学び合い・支え合える関係構築を図る。「にも包括」推進に向け、部会活動を通した区体

制整備に関連する解決アイデア等の試行や気づきを協議会全体にも発信する。

月 活動内容

４月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：今年度の予定確認、GW：ミニ（事例）相談会

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第２火曜日）：個別の支援検討・モニタリング

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：会の目的の共有と年間予定打ち合わせ

５月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：事業所紹介、その他

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第２火曜日）：個別の支援検討・モニタリング

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：会の運営やあり方検討

６月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：事例検討

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第２火曜日）：個別の支援検討・モニタリング

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討（入院中のケース）もしくは協働活動検討・実施

７月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：包括的支援＋重層的連携に関する学習会(予定）

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第２火曜日）：個別の支援検討・モニタリング

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討（入院中のケース）もしくは協働活動検討・実施

８月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：仮想事例検討（連携のシュミレーションと課題）

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第２火曜日）：個別の支援検討・モニタリング

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討（入院中のケース）もしくは協働活動検討・実施

９月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：上半期ダイジェスト、フェスタ準備、その他

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第２火曜日）：個別の支援検討・モニタリング

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：上半期振り返り（気づき等の整理）

１０月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：医療・福祉・介護の座談会（連携・協働テーマ）

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第２火曜日）：個別の支援検討・モニタリング

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討（入院中のケース）もしくは協働活動検討・実施

１１月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会 ： わいわいフェスティバル

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第２火曜日）：個別の支援検討・モニタリング

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討（入院中のケース）もしくは協働活動検討・実施

その他、普及啓発イベント実施予定

１２月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：ケアプラザ共催研修：権利擁護(予定)

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討（入院中のケース）もしくは協働活動検討・実施

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第３水曜日）：支援ケース共有・検討

必要予定の予算とその内容

あるとすれば、共催研修等の講師謝金とイベント実施の諸費用。（１万円～３万円程度）

その他自由記載（部会活動を通して、区の障害福祉についてや区自立支援協議会について、より「こうなったらいいな」「これができた

らいいな」などと共有できた課題についてもご記入お願いします。）

１月
精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第２火曜日）：個別の支援検討・モニタリング

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討（入院中のケース）もしくは協働活動検討・実施

２月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会（毎月第２火曜）：区精神ネット全体の年間報告と次年度、にも包括シートの共有。

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第２火曜日）：個別の支援検討・モニタリング

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：事例検討（入院中のケース）もしくは協働活動検討・実施

３月

精神netコア会議（毎月第４水曜日）：全体の進捗共有や検討事項

全体会(毎月第２火曜)：①総括と次年度の予定について、②アセスメント／ケースフォーミュレーションのミニ研修

アウトリーチ支援チーム員会議（毎月第２火曜日）：モニタリング・総括と次年度について

ほどほどの会（毎月第３火曜日）：総括と次年度の予定について
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部会長（氏名・所属先）

28 1 1

5 2 1

1

1

1 1

2 44

会議開催日時

4月25日（金）

15:30～17:30

5月9日（金）

9:30～11:30

6月27日（金）

15:30～17:30

7月25日（金）

15:30～17:30

9月26日（金）

15:30～17:30

11月28日（金）

15:30～17:30

12月12日（金）

15:30～17:30

1月23日（金）

15:30～17:30

2月27日（金）

15:30～17:30

シェアしたい取組 市域で共有・検討したい課題

協働体制の成果

キティメソッド保土ケ谷版での事例検討

運営上の課題、と同様

２月 今年度の振り返り、協働体制の取り組みについて報告　/　場所：区役所地下会議室

３月

連携・協働に

よる課題解決

の仕組み

部会でできたこと・やったこと

・定例会（勉強会、事例検討、交流会、インターバル実習受け入れ）

・事業所訪問　区内の全相談支援事業所を訪問できた

・協働体制　昨年3月より発足し、順調に進んでいる

・西部ブロック相談連絡会への参加

運営上の課題

・継続して参加することが難しい事業所がいくつかある。事業所訪問での対応となる。

・区内の計画相談の決定数が増えていかない

・人材育成について、どのような人材を育成していくことを目指すか

・地域課題の取り扱いについて、部会で検討していくにはテーマが大きく、ぼやけてしまう

１１月 勉強会Ⅱ テーマ：虐待防止　講師：恵和 上條氏　/　場所：区役所地下会議室

１２月
グループワーク（初任研インターバル実習受け入れ）　/　場所：区役所地下会議室

　ゲスト：保土ケ谷区社協　工藤氏

１月
事例検討Ⅲ　9月に実施したGSVのケースを振り返る　キティメソッド保土ケ谷版にて

　場所：区役所地下会議室

８月

９月
事例検討Ⅱ　グループスーパービジョンの体験（実践）　/　場所：区役所401会議室

　講師：グリーンフォーレスト 五浦氏　　ゲスト：花みずき 黒川氏

１０月 休会

５月 CW/MSW　顔合わせ　/　場所：区役所地下会議室　→　交流会　場所：かるがも2階多目的ホール

６月
事例検討Ⅰ　グループスーパービジョンの体験　　/　場所：区役所401会議室

　講師：グリーンフォーレスト 五浦氏

７月 勉強会Ⅰ テーマ：ファシリテーションについて　講師：光の丘相談室 上村氏/　場所：区役所地下会議室

年間目標

・相談員が一人で孤立しない為にも、相談員から相談員への助言等を行い、事業所の垣根を超えて互いに相談支援

のスキルアップができる。

・事例検討を通して自立支援協議会の他部会、高齢・児童など他分野と連携して地域課題を明確化し、解決に向け

て具体的な取り組みを積み重ねていく。

月 活動内容

４月 交流会（勉強会　地域生活支援拠点、入所施設の話　恵和青年寮 佐野氏）　/　場所：区役所地下会議室

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

相原（恵和相談室） 副部会長（氏名・所属先） 田中（相談支援事業所わおん）

【様式第２号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 　令和7年度　部会年間報告書

部会名： 相談支援部会
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部会長（氏名・所属先）：

その他事務局員（氏名・所属）：

電話：

メール：

28 1 1

5 2 1

1

1

1 1

2 44

会議開催日時

4月24日（金）

15：30-17：30

5月15日（金）

9:30-11：30

6月26日（金）

15：30-17：30

7月24日（金）

15：30-17：30

9月25日（金）

15：30-17：30

10月23日（金）

15：30-17：30

11月27日（金）

15:30-17:30

12月25日（金）

15：30-17：30

2月26日（金）

15：30-17：30

3月9日（火）

15：45

必要予定の予算とその内容

講師謝礼金：2回×　30,000円　＝　60,000円　（前年度と同様としました）

その他自由記載（部会活動を通して、区の障害福祉についてや区自立支援協議会について、より「こうなったらいいな」「これができたらい

いな」などと共有できた課題についてもご記入お願いします。）

地域課題の抽出について、各部会やワーキンググループ等であがっている物を持ち寄って共有、検討するのが良いと思われます。

１月

２月 ⓽今年度の振り返り、次年度に向けて　／　場所：保土ケ谷区役所地下会議室

３月
（精神netとのコラボ勉強会：アセスメント、ケースフォーミュレーション【光の丘 鈴木氏】）

　場所：未定

１０月 ➅事例検討Ⅱ：グループスーパービジョンを用いて　／　場所：保土ケ谷区役所地下会議室

１１月
➆事例検討Ⅲ：まちで暮らすネットワーク 地域生活支援部会　とのコラボ

キティメソッド保土ケ谷版　／　場所：保土ケ谷区役所地下会議室

１２月 ⑧初任研インターバル実習受け入れ　グループワーク　／　場所：保土ケ谷区役所地下会議室

７月 ➃事例検討Ⅰ：グループスーパービジョンを用いて　／　場所：保土ケ谷区役所地下会議室

８月

９月 ➄勉強会Ⅲ：意思決定支援について（淑徳大学　鈴木先生）　／　場所：保土ケ谷区役所地下会議室

４月 ➀勉強会Ⅰ：地域課題について（光の丘 上村氏）、交流会　／　場所：区４０１会議室

５月 ➁CW/MSW　顔合わせ　／　場所：　区２０１会議室　→　交流会　場所：かるがも３階多目的研修室

６月
➂勉強会Ⅱ：計画相談業務について　実務的なこと、ICTの活用（秀峰会 横山氏 ）

　場所：保土ヶ谷区役所地下会議室

実施概要
相談支援のネットワークを構築するとともに、地域資源（インフォーマル含む）や制度等、支援に活かせる幅広い情報を共

有・学ぶ場として実施する。また、それを通して本人を中心とした質の高い相談支援と、地域課題の抽出を実施できる人材

の育成を図る。

年間目標
・それぞれの相談員が、自分自身のこと、所属する組織、関わる支援チーム、地域をマネジメントしていくことを意識し、

取り組みを通してスキルアップしていきます。

・他部会との連携を通して課題を共有し、具体的に取り組めることを模索します。

月 活動内容

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

谷口（夢21相談支援事業所）、浅野（地域生活支援センター）、上村（光の丘相談室）

前沢（保土ケ谷区生活支援センター）遠藤・矢板（保土ケ谷区基幹相談支援センター）

明田川・山本（保土ケ谷区 高齢障害支援課）

問合せ先

氏名： 田中 ０７０－３７６２－２８１３

所属先： 相談支援事業所わおん tanaka-y@te-tote.jp

田中（相談支援事業所わおん） 副部会長（氏名・所属先）： 居木（ほどがや地域活動ホームゆめ）

【様式第１号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 令和8年度　部会年間計画書

部会名： 相談支援部会
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部会長（氏名・所属先）

35 7

1

1

1

1 8

2 61

会議開催日時

６/23(月）

中止

12/15(月)

2/4(水）

シェアしたい取組 市域で共有・検討したい課題

・ライフステージに応じた相談先や福祉サービスの活用について周知

できるような取り組みが出来たら良い。

・障害児相談支援のリソース不足に起因する『のぞまないセルフプラ

ン』の常態化は、本来最優先されるべき児童本人の意思決定支援を困

難にしている。結果として、支援の目的が『本人の最善の利益』では

なく『養育者の都合』に偏重せざるを得ない構造的課題が生じてお

り、市域全体での相談体制の抜本的拡充が不可欠である。

・緊急一時保護で障害児入所施設に繋がった際、「住まい」の安全は

確保はできても、そこから元の学校や支援学校への「通学の確保」が

物理的・人員的にできず、学びの機会が途絶えてしまう。

２月 年度振り返り　・　場所：保土ケ谷区役所２階　　２０２

３月

連携・協働に

よる課題解決

の仕組み

部会でできたこと・やったこと

・交流会や事例検討を通して、他機関多職種の支援者との連携が深まり、支援の幅が広がった。

・保土ケ谷区版の放ディ冊子作製を行った。

運営上の課題

・放デイ事業所、学校、地域ケアプラザ、基幹相談等関係機関との連携を深めたり、事業所の見学会等を行い情報共有できる

場の構築。　・ライフステージに応じた切れ目のない支援についての課題抽出については、抽出の仕組みづくりから次年度へ

取り組みたい。 ・他区のこども部会の取り組み状況について、事務局も把握していない。他区の状況を知って、保土ケ谷区

に持ち帰る機会を持ちたい。

１１月

１２月 勉強会「事例検討を通して連携の輪を広げよう」　　　10：00～保土ケ谷区役所３０１・３０２

１月

８月

９月 勉強会

１０月

５月

６月 交流会　・　場所：保土ケ谷区役所３階　301・302会議室　　　　　　　10：00～

７月

年間目標

・子ども部会を,気軽に繋がることが出来る場として多種職との顔の見える関係を構築する機会とする。

・保土ヶ谷区版、放ディMAPの冊子作製に向け各事業所に協力をお願いするとともに横の繋がりの強化を図る。

・子供から大人まで、ライフステージに応じた切れ目のない支援について課題抽出を行い区域で共有する。

・民生・児童委員や地域住民等とも交流できる機会とし、地域に障害理解を広げる。

月 活動内容

４月

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

山下（ゆめのね） 副部会長（氏名・所属先）

【様式第２号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 令和７年度　部会年間報告書

部会名： こども部会
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部会長（氏名・所属先）：

その他事務局員（氏名・所属）：

電話：

メール：

35 7

1

1

1

1 8

2 61

会議開催日時

4/16(木）

5/18(月)

6/22(月)

7/16(木)

9/14(月)

10/15(木)

12/14(月)

1/21(木)

2/1(月)

2/４(木)

必要予定の予算とその内容

・講師謝礼金として￥30000（￥30000×1回）

その他自由記載（部会活動を通して、区の障害福祉についてや区自立支援協議会について、より「こうなったらいいな」「これができ

たらいいな」などと共有できた課題についてもご記入お願いします。）

　・地域に向けての障害理解の普及・啓発に関する学習会を、区の事業と子ども部会との共催で実施を検討する。

１月 事務局会:１０：００～/ゆめボランティアルーム

年度振り返り/区役所202会議室

３月

２月
事務局会:１０：００～/ゆめボランティアルーム

１０月 事務局会:１０：００～/ゆめボランティアルーム

１１月

１２月 勉強会　②　（事業所・施設見学会）/場所・時間（午前中）未定　

７月 事務局会：１０：００～/ゆめボランティアルーム

８月

９月 勉強会　①　　事例検討　：１０：００～１２：００/区役所301・302会議室

４月 事務局会:９：３０～/ゆめボランティアルーム

５月 まちで暮らすネット（地域生活支援部会）との共催：事例検討　：１０：００～/区役所地下会議室

６月 交流会・勉強会　：１０：００～１２：００/区役所301・302会議室

実施概要
地域における子どもや家庭を取り巻く様々な現状を知り、支援に対する理解を深めるとともに、部会の交

流会を通して関係機関との連携を図る。

年間目標
・子ども部会を気軽に繋がる場として、多職種との顔の見える関係を構築する機会とする。

・こどもから大人までライフステージに応じた切れ目のない支援について、保土ケ谷区の課題を抽出する

仕組みを検討する。

月 活動内容

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

こども家庭支援課（高瀬）、保土ヶ谷支援学校（杉本・立花）、今井地域ケアプラザ（鈴木）、基幹相談（月見）

ゆめのね（橋間・山下）、上菅田特別支援学校（北）、すみれ園（鈴木）、en和田町（田畑）

問合せ先

氏名： 月見 ０４５－３３３－８６１１

所属先： 保土ケ谷区基幹相談支援センター hodogaya-kikan@hodogayayume.onmicrosoft.com

山下（ゆめのね） 副部会長（氏名・所属先）： 田畑（en和田町）

【様式第１号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 　令和８年度　部会年間計画書

部会名： こども部会
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部会長（氏名・所属先）

1

15 1 1

4

3

1

1

1 2 27

会議開催日時

活動ホームゆめ

4/16　16：00～

17：30

活動ホームゆめ

6/11　16：00～

17：30

活動ホームゆめ

8/20　16：00～

17：30

活動ホームゆめ

6/17　16～17：

30

1月8日(水)

16時00分～17時

30分

2月18日(水)

16時00分～18時

【様式第２号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 　　令和7年度　部会年間報告書

部会名： 防災部会

誉田氏（ときわ虹の会） 副部会長（氏名・所属先） 中戸川

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体・家族

当事者の家族 大学等 公共職業安定所

公共職業安定所 保育所 児童相談所

児童相談所 知的障害者相談員 民生・児童委員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

年間目標
・被災地障害者センター横浜ほどがや（以下センター）の具現に向けての課題の整理・解決、訓練や部会以外の

方への周知を行う。・災害時に必要な知識について学ぶ機会を設ける。　・防災訓練実施への啓発

月 活動内容

4月(事務局)
・被災地障害者センター横浜ほどがや（以下センター）の「運営マニュアル」の読み合わせ、LINEオープン

チャットの練習、今年度の防災部会の進め方、区の寄付金による備品購入について等

６月
・センター「開設・運営マニュアルについて」、総会の実施、災害発生時HPの作成、研修の実施、保土ケ谷区

からの寄付と区制100周年についてなど

8月(事務局)
・たちばな会防災研修について、センター開設訓練について、センターHP作成について、研修の実施、備品の

購入、区民まつり参加など

10月
・災害訓練などの状況と課題について、各事業所の災害対策への情報交換、センター備品リストについて、区

民まつりについて、研修の実施について、総会の実施など

・センター事務局のLINEオープンチャット作成 ・センター総会の実施、センターの周知として当時者 団体研修参加、区民

祭り参加、区への寄付による備品購入、各事業所の防災についての情報交換

１月(事務局)
・備品購入について、研修について、区災ボラ訓練報告、区制100周年への取り組みについて、次年度の計画に

ついて

シェアしたい取組 市域で共有・検討したい課題

・センターが開設した事の周知を障害関係者以外にも行う

・参加者の防災についての情報交換

・能登半島地震の被災された方のお話を聞く。

・このセンターを保土ケ谷区以外にも開設して欲しい

・防災意識の向上

・市域で助け合える関係性の構築

・地域住民、企業との連携

・行政、社協、地域、他団体との協力・連携

２月
令和8年度　　防災部会研修

東日本大震災の教訓　～見えない障害への支援～

講師：相馬広域こころのケアセンターなごみセンター長　米倉一磨様

連携・協働に

よる課題解決

の仕組み

部会でできたこと・やったこと

運営上の課題

・HPや周知・SOSチラシの作成

・必要備品の購入、保管場所の確保

・実際に災害が発生したとときの連携
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部会長（氏名・所属先）：

その他事務局員（氏名・所属）：

電話：

メール：

1

15 1 2

2

3

1

1

1 27

活動ホームゆめ

4/15　16～17：30

活動ホームゆめ

6/10　16～17：30

活動ホームゆめ

8/19　16～17：30

活動ホームゆめ

10/14　16～17：30

活動ホームゆめ

1/13　16～17：30

活動ホームゆめ

2/17　16～17：30

必要予定の予算とその内容

・SOSチラシ（￥7,500）、開設チラシの印刷代（￥7,500）。研修講師の費用（￥30,000）

合計　￥45,000

その他自由記載（部会活動を通して、区の障害福祉についてや区自立支援協議会について、より「こうなったらいいな」「これができたらい

いな」などと共有できた課題についてもご記入お願いします。）

・被災地障害者センター横浜ほどがやの取り組みを各部会とコラボして区域の事業所に広めていざという時の為に協力事業所を増やして行き

たい。

・積極的に各団体と連携していきたい。

１月

２月 ・研修の実施、防災についての情報交換、年度振返り

３月

【事務局】訓練振り返り、各部会とのコラボについて、次年度の計画、防災についての情報交換

１０月 ・備品使用訓練の実施、被災地障害者センター横浜ほどがや　総会

１１月

１２月

７月

８月
【事務局】各部会とのコラボの検討、センターHP、SOSチラシの作成、備品使用訓練の準備、

防災についての情報交換

9月

４月 【事務局】今年度の取組の確認、（自）全体会への準備、研修の計画、防災についての情報交換

５月

６月 ・新規参加者への部会での取り組みの紹介、防災についての情報交換、防災についての情報交換

実施概要
保土ケ谷区における自然災害時の障害のある方たちへの支援について、課題や問題点を抽出し、円滑に防災対策が進められるよう準備を整

え、あわせて地域での防災意識を高める取り組みを行っていく。

年間目標
・被災地障害者センター横浜ほどがやの総会・備品使用訓練の実施、センターHP、SOSOチラシの作成。

・災害時に必要な知識について学ぶ機会を設ける。

・他の部会と協力してセンターの周知。・他団体との連携･協力　・区制100周年への取り組み

月

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

誉田氏（ときわ虹の会）、中戸川氏（たちばな会）、戸村氏（いわまワークス）、遠藤氏（夢21上星川）、

島田氏・早坂氏（きてん）、枦元氏・吉田氏（区役所）、村瀬氏（区社協）、遠藤氏（基幹）、野口氏（ゆめ）

問合せ先

氏名： 遠藤氏 045-333-8611　

所属先： 保土ケ谷区基幹相談支援センター hodogaya-kikan@hodogayayume.onmicrosoft.coｍ

誉田氏（ときわ虹の会） 副部会長（氏名・所属先）： 中戸川氏（たちばな会）

【様式第１号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 R8年度　部会年間計画書

部会名： 防災部会
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部会長（氏名・所属先）

2

3

1

1 7

会議開催日時

4月16日(水)

17時30分～18

時30分

6月11日(水)

13時30分～15

時00分

8月20日(水)

17時30分～18

時30分

10月15日(水)

17時30分～18

時30分

1月14日(水)

17時30分～18

時30分

シェアしたい取組 市域で共有・検討したい課題

・数年語、地域に向けて地域と共同して何らかの大ががかりな啓発活

動（以前の映画上映のような）に発展させることを目指し、次年度は

その第一歩目、基礎固めとなる活動を行う。

保土ケ谷区の自立支援協議会にしかこの当事者活動支援部会がない

ので他区でも取り組めるように実績を残し啓発をしていきたい。ま

た、域拠点整備計画にどのように協力していくかを検討したい。

連携・協働に

よる課題解決

の仕組み

部会でできたこと・やったこと

・お互いがお互いを知る事が出来た。
・初夢まつりに参加出来て普及啓発が出来た。

運営上の課題

・当事者活動支援部会に期待される役割、活動の方向性を事務局に問い、部会の現状を見直す。
・区政100周年イベントへの協力について整理する。

１月 ・初夢まつりの参加について　・区制100周年イベントについて　・次年度の計画について

８月 ・電話リレーサービス講座振り返り、区政100周年イベントについて、初夢まつり参加について、

10月 ・区政100周年イベントについて　・初夢まつりへの参加について

６月
・当事者・家族の交流を深めながら、地域や支援者向け啓発活動を企画する。・新たな部会員を常に迎えやす

い部会とする。・部会員の交流や情報交換を深める。

・区制100周年事業への協力・福祉教育との連携

年間目標
・会議を月に1回程度実施。当事者・家族の交流を深めながら、地域や支援者向け啓発活動を企画する。

・新たな部会員を常に迎えやすい部会とする。・部会員の交流や情報交換を深める。

・当事者が楽しめる祭り、イベントの開催の企画。・福祉教育との連携

月 活動内容

４月 次年度の具体的な計画について、茶話会について、普及啓発活動についてなど

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

竹内氏 副部会長（氏名・所属先）

【様式第２号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 R7年度　部会年間報告書

部会名： 当事者活動支援部会
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部会長（氏名・所属先）：

その他事務局員（氏名・所属）：

電話：

メール：

1

3

1 1

6

会議開催日時

4/15　17：

30～18：30

8/19　17：

30～18：30

2/17　17：

30～18：30

竹内氏 副部会長（氏名・所属先）：

【様式第１号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 R8年度　部会年間計画書

部会名： 当事者活動支援部会

当事者、ときわ虹の会、すまいる、保土ケ谷区生活支援センター、きてん、基幹相談

問合せ先

氏名： 田村氏 045-333-8611　

所属先： 保土ケ谷区基幹相談支援センター hodogaya-kikan@hodogayayume.onmicrosoft.coｍ

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体・家族

当事者の家族 大学等 公共職業安定所

公共職業安定所 保育所 児童相談所

児童相談所 知的障害者相談員 民生・児童委員

・会議を月に1回程度実 地域住民代表 区福祉保健センター

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

実施概要
障害当事者が、権利の主体として主体的に参加するための方策を検討し、それを区域で具体化させる。

活動に通じて当事者間のつながりを広げていく。また啓発啓蒙活動を行い、地域の中で障害当事者が「普

通」に生きている事を地域住民に知ってもらう。

年間目標
・当事者・家族の交流を深めながら、地域や支援者向け啓発活動を企画する。・新たな部会員を常に迎え

やすい部会とする。・部会員の交流や情報交換を深める。

・区制100周年事業への協力・福祉教育との連携

月

４月 顔合わせ・年間スケジュール確認　　【会場】地域活動ホームゆめ

６月

８月 部会員の交流、情報交換、啓発イベントへの参加　【会場】地域活動ホームゆめ

１０月

１１月

１２月

必要予定の予算とその内容

その他自由記載（部会活動を通して、区の障害福祉についてや区自立支援協議会について、より「こうなったらいいな」「これがで

きたらいいな」などと共有できた課題についてもご記入お願いします。）

・区制100周年事業の協力者を増やしたい。

１月

２月 年間報告・次年度計画検討　【会場】地域活動ホームゆめ

３月
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部会長（氏名・所属先）
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1

1 19

会議開催日時

15日

20日

17日

15日

19日

16日

21日

18日

16日

20日

17日

17日

シェアしたい取組 市域で共有・検討したい課題

販売活動の際に他の部会の情報発信をする取組など。また、相鉄沿

線販売やイオン、ビジネスパークでの出張販売など、他区の自立支

援協議会や企業などと様々な取組をしていること。

２月

自主製品販売強化実行委員会会議（区役所・星川駅・イオン・西谷浄水場販売、福祉のマルシェ等）、区役

所販売（16日間、10事業所、延20事業所出店）、イオン天王町SC出張販売（18日、9事業所出店）、福祉の

マルシェ（4日間、3事業所、延6事業所出店）

３月

自主製品販売強化実行委員会会議（区役所・星川駅・イオン・西谷浄水場販売、福祉のマルシェ等）、区役

所販売（14日間、9事業所、延16事業所出店）、イオン天王町SC出張販売（18日、8事業所出店）、福祉のマ

ルシェ（4日間、3事業所、延6事業所出店）

連携・協働に

よる課題解決

の仕組み

部会でできたこと・やったこと

毎月1回会議にて販売報告・調整等。6月、9月、1月に1事業所ずつ計3事業所加入。ビジネスパーク内での販売会を9月より

開始し月数回開催。区役所販売は昨年度より日数、出店事業所が増えた。イオン販売も昨年度より出店事業所が増えた。星

川駅販売は5月に3日間で14事業所が出店、10月は5日間開催し15事業所が出店。瀬谷区の2事業所もゲスト出店した。西谷浄

水場販売は6月、9月、1月に実施。基幹相談支援センターがイオン販売や星川駅販売の際「福祉のよろず相談」ブースを開

設され、協働が図られている。区役所販売ブースには区政推進課より提供いただいたほどぴーを掲示したり、星川駅販売で

はGREENｘEXPOや区制100周年のチラシ配り、のぼり設置をしたり、1月から3月のイオン販売の際には、区の職員による区制

100周年のPR活動との協同を行った。

運営上の課題

１．区役所販売は売り上げが少ない傾向にあり、賞味期限の短い食品は売れ残りの問題がある。

２．西谷浄水場販売では、一昨年度より年に数回、昼食となる食品を中心に販売しているが、売れ残りが多かったり、逆に

短時間で完売となる日があるなど、販売傾向が読めない状況にある。また出店事業所が今年度は少なくなっている。

３．イオン販売会場が9月から2階に変更となり人通りが少ないため、売り上げはやや減少傾向にある。

４．ビジネスパークでの販売活動が始まり、販売の定着化に向けての取り組みが課題となっている。また現金以外の支払い

方法が求められることが多いのも今後の販売活動全体の課題である。

５．地域ケアプラザより土日のイベントでの出店依頼が増えているが、体制上、応じられないことが多い。

１１月

自主製品販売強化実行委員会会議（区役所・星川駅・イオン・西谷浄水場販売、福祉のマルシェ等）、区役

所販売（15日間、8事業所、延15事業所出店）、イオン天王町SC出張販売（12日、8事業所出店）、福祉のマ

ルシェ（4日間、4事業所、延6事業所出店）

１２月

自主製品販売強化実行委員会会議（区役所・星川駅・イオン・西谷浄水場販売、福祉のマルシェ等）、区役

所販売（13日間、9事業所、延15事業所出店）、イオン天王町SC出張販売（3日、8事業所出店）、福祉のマ

ルシェ（4日間、3事業所、延6事業所出店）

１月

自主製品販売強化実行委員会会議（区役所・星川駅・イオン・西谷浄水場販売、福祉のマルシェ等）、区役

所販売（14日間、10事業所、延17事業所出店）、イオン天王町SC出張販売（28日、8事業所出店）、福祉の

マルシェ（3日間、3事業所、延5事業所出店）、西谷浄水場出張販売（28日、3事業所出店）

８月
自主製品販売強化実行委員会会議（区役所・星川駅・イオン販売、福祉のマルシェ等）、区役所販売（13日

間、9事業所、延13事業所出店）、イオン天王町SC出張販売（27日、9事業所出店）

９月

自主製品販売強化実行委員会会議（区役所・星川駅・イオン・西谷浄水場販売、福祉マルシェ等）

区役所販売（9日間、7事業所、延10事業所出店）、イオン天王町SC出張販売（17日、8事業所出店）、福祉

のマルシェ（5日間、6事業所、延11事業所出店）、西谷浄水場出張販売（24日、2事業所出店）

１０月

自主製品販売強化実行委員会会議（区役所・星川駅・イオン・西谷浄水場販売、福祉のマルシェ等）、区役

所販売（11日間、9事業所、延14事業所出店）、イオン天王町SC出張販売（15日、6事業所出店）、福祉のマ

ルシェ（4日間、3事業所、延6事業所出店）、星川駅出張販売（20日〜24日、15事業所、延22事業所出店、

瀬谷区から2事業所が20日に出店、基幹相談支援センターが相談ブースを20日と23日に設置）

５月

自主製品販売強化実行委員会会議（区役所・星川駅・イオン・西谷浄水場販売等）、区役所販売（10日間、6

事業所、延11事業所出店）、星川駅出張販売（21日〜23日、14事業所、延17事業所出店）、イオン天王町SC

出張販売（14日、7事業所出店）

６月

自主製品販売強化実行委員会会議（新規加入、区役所・星川駅・イオン・西谷浄水場販売等）、区役所販売

（15日間、8事業所、延17事業所出店）、イオン天王町SC出張販売（18日、10事業所出店）、西谷浄水場出

張販売（25日、3事業所出店）、あじさい祭り出店販売（７日、2事業所）

７月
自主製品販売強化実行委員会会議（区役所・星川駅・イオン・西谷浄水場販売、福祉のマルシェ等）、区役

所販売（13日間、8事業所、延15事業所出店）、イオン天王町SC出張販売（16日、7事業所出店）

年間目標 障害者の社会参加、工賃向上、地域交流のため自主製品販売の充実、促進を目指す

月 活動内容

４月
会計監査（８日）、自主製品販売強化実行委員会会議（会計監査、区役所・星川駅・イオン販売等）、区役

所販売（14日間、8事業所、延16事業所出店）、イオン天王町SC出張販売（16日、９事業所出店）

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

金井（ゆめわーく） 副部会長（氏名・所属先） 武藤（ほどがやカルガモの会）

【様式第２号】

保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 令和７年度　部会年間報告

部会名： 自主製品販売部会
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